

第３章　無印良品の製品工夫
第２章で述べたように、無印良品は国内のみならず海外でも人気があり、受け入れられている。無印良品には食品・衣服・収納用品など多種多様な商品が展開されている。しかしどの商品を手に取っても、無印良品の商品と分かるようになっている。そこには、商品を開発するにあたって、さまざまな工夫が存在する。この章では世界でも通用する、特徴がない「シンプル」で人が本能的に心地よいと感じる商品を、生み出すための仕組みを「商品コンセプト」「デザイン思考」の二つの観点から説明する。
３−１　商品コンセプト
　無印良品の商品は食品・衣服・収納用品など多種多様な品目が存在する。しかし、そのどの商品を見ても無印良品だと認識することができる。そこには無印良品の商品コンセプトが関わっている。無印良品は全ての商品に共通して「感じ良い暮らし」を実現できるような商品を目指している。しかし最大公約数が思い描く「感じ良い暮らし」を実現する商品かどうか、判断することは難しい。
　そこで無印良品は、「これでいい」を商品コンセプトとして開発を行なっている。第２章で述べたように、無印良品は「特徴的なブランドのそれ以外」を全て市場に設定している。一般的にはターゲットとする顧客が求めていた「これがいい」という商品を生み出す。しかし無印良品では、最大公約数が満足する商品を提供するため「これでいい」を商品コンセプトに設定した。「これでいい」とは生活者（無印良品では消費者を生活者と記す）が合理的に納得して購入できるレベルを目指すものである。それはただ単に個性を消せばいいというわけではない。仮に個性を消せば、顧客が満足できない商品となり市場は小さくなる。反対に個性を出しすぎても市場は小さくなる。つまり「これでいい」とは言い換えると「個性の一歩手前」で止めることだ。無印良品の「これでいい」とは生活者の諦めや妥協が入らないような、絶妙なレベルを実現している。そのため、誰でも、どこでも、普通に使えるようなシンプルで使いやすい商品を生み出すことができる。
　「これでいい」という商品コンセプトによって無印良品では、多種多様な品目でも全てにおいて無印良品らしさを実現することができている。そして、世界で共通する「感じのいい暮らし」を実現できるシンプルなデザインが生まれている。
３−２　「一番普通」を生み出すデザイン思考
　無印良品では、使い勝手のいい「一番普通」の形や人が本能的に心地よいと感じる商品ばかりだ。その理由として、無印良品独自のデザイン思考が大きく関わっている。まず、デザイン思考について説明する。デザイン思考とは、アメリカのデザイン・コンサルタント会社IDEOにより提唱されたものである。これは創造力をいかに生み出すかに特化した思考方法だ。このように、デザイン思考では実際に自分自身が使用する側の人だと仮定し、商品を生み出すことである。これにより、今までの常識を覆すような商品を生み出すことができる。
　無印良品でも独自のデザイン思考を取り入れている。今回は大きく2つの項目に分けて説明する。
　一つ目は、Found MUJI（見出されたMUJI）という考え方だ。無印良品は一般的な商品開発とは視点が異なっている。一般的な商品開発では今までにない新しい商品をこの世に生み出すことが基本だ。しかし無印良品では、世の中にある商品から、無印良品らしく改良できる商品を探すことを重要視している。長く廃れることなく生かされてきた日用品を世界中から探し出し、それを生活や文化、習慣の変化に合わせて少しだけ改良し、適正な価格で再生している。これが無印良品の商品開発を行うにあたっての基盤だ。更に、2003年からは国内に留まらず、世界に出向き商品を探す旅を始めた。
　二つ目は、生活者と会話する仕組みだ。無印良品には「IDEA PARK」という仕組みがある。これは無印良品がネット上でおこなっている生活者と会話することができる伝言板だ。ここでは生活者が「こんな商品が欲しい」「改良して欲しい」などの意見を商品開発者に伝えることができる。この伝言板には、2年間に1万件もの意見が寄せられている。実際に、伝言板での意見が採用され販売された「日めくりカレンダー」を例に挙げて説明する。元々無印良品ではカレンダーやスケジュール帳は販売していたが、日めくりカレンダーはなかった。しかし、「無印らしい日めくりカレンダーが欲しい」や「破った後メモとして使いたい」や「壁掛けがいい」という要望が寄せられた。そして2023年下半期から、来年の日めくりカレンダーが発売された。それは無印らしく、シンプルなデザインと使用後メモ帳に活用でき、壁掛け卓上どちらでも使用できる商品となっている。2016年からは更に、無印良品側が開発中のアイデアをいくつか「IDEA PARK」に公開し、生活者がどれを支持しているか確認できるようになり、生活者と一緒に商品開発を行える仕組みができた。
　これらの無印良品独自のデザイン思考により、最大公約数の人が心地よいと感じる「一番普通」な商品が生み出されている。
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